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５ 地震（在勤時、不在時）発生時の対応

（１） 職員在勤中の地震の場合

地震 生徒は机等の下で身を隠す（命を守る）ことを指示。 各学級担任

発生 職員は出口の確保を図った後，身を隠す。 各教科担任

＜ 対 応 ＞ ＜担当者＞

１ 避難通路 揺れがおさまり，避難可能な状態であることを確認し， 教 頭

生徒と職員へ避難（二次避難場所等）の通報をする。

２ 避難確認 避難場所で各学担は生徒人数を確認し，避難完了の 学級担任

通報を校長にする。

教頭は，逃げ遅れの生徒はいないか校舎を見回る。 教 頭

３ 被災状況 地震による被害の有無を調べ，安全の確認をする。 教頭・教務

確認 その状況及びその他の情報によって，復帰するかどう 生徒指導主事

かの判断を校長が行う。 保健主事

４ 生徒 周辺及び地域の被災状況を把握し， 全職員

下校指導 生徒下校時の安全を確認する。

安全が確保されるまでは生徒の下校をさせず，避難場

所での保護を続ける。（保護者が迎えに見えて場合は除く）

なお，その後の処置については職員会議で検討する。

５ 関係諸機関 被害の状況，生徒安全確保に対する措置と現在の状 校 長

連絡 況について校長が連絡・報告をする。
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（２） 職員不在時の地震の場合

地震 ここでは，周辺に重大な災害をもたらす地震が発生した場合のこと

発生 でもあり，学校にも被害が及んだことが予想される場合に限る。

＜ 対 応 ＞ ＜担当者＞

１ 被害状況確認 校長及び教頭が出勤し，被災の状況についても 校 長

把握する。出勤途中に校区内の被災状況について 教 頭

も概略把握しておく。

２ 職員連絡 職員の被災状況把握と，可能な場合の出勤要請 校 長

教 頭

３ 保護者連絡 各地区委員連絡網により，地区の被災状況把握 校 長

（全戸数への個別電話・まちこみメール・HPの活用） 教 頭

４ 関係諸機関 学校及び校区内の被災状況について市教委，教 校 長

連絡 育事務所に報告するとともに，当面考えている今後

の対応策についてもその概略を伝えておく。

避難場所体制について市役所との連携。

５ 緊急対策職員 現在の状況確認，不足する情報収集の方法確 出勤した

会議 認，伝達手段の確保，緊急避難場所となった場合 全職員

の学校の管理体制，当面する生徒の措置，出勤不

能な職員の措置等。


